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腐 食 防 食 専 門 士 の 窓  
 

                 長 野 博 夫  

        腐 食 防 食 専 門 士  ㈱ 材 料 ・ 環 境 研 究 所  

 

１ ．  は じ め に   

 今 回 よ り 腐 食 防 食 協 会 誌 「 材 料 と 環 境 」 に 腐 食 防 食 専

門 士 が 持 ち 回 り で 寄 稿 す る こ と に な っ た ． 腐 食 防 食 専 門

士 制 度 は ， 腐 食 ・ 防 食 の 専 門 家 に よ り 世 の 中 の 腐 食 防 食

問 題 を 正 し く 解 決 す る こ と を 目 的 と し て 腐 食 防 食 協 会 に

よ っ て 創 設 さ れ た ． ２ ０ ０ ３ 年 の 年 末 に 最 初 の 認 定 試 験

が 行 わ れ ， ２ ０ ０ ４ 年 １ 月 ３ ０ 日 を も っ て 最 初 の 腐 食 専

門 士 １ ７ 名 が 誕 生 し た ．   

 腐 食 防 食 専 門 士 同 士 の 任 意 団 体 と し て 腐 食 防 食 専 門 士

会 を 発 足 さ せ ， 現 在 ２ ２ 名 の 腐 食 防 食 専 門 士 が 所 属 し て

い る ． そ の メ ン バ ー の キ ャ リ ア ー や 専 門 分 野 な ど は 、 腐

食 防 食 専 門 士 会 の ホ ー ム ペ ー ジ （ U R L  h t t p : / / w w w .  

c o r r o s i o n - s p e c i a l i s t /） に 紹 介 し て い る ． 腐 食 防 食 専 門

士 が ネ ッ ト ワ ー ク を 組 ん で 腐 食 ・ 防 食 業 務 に お 互 い が 協

力 す る と 言 う 意 図 で 集 ま っ て い る 団 体 で あ る ． 筆 者 は 初

代 の 腐 食 防 食 専 門 士 会 長 に 選 ば れ ， 現 在 に 至 っ て い る ．  

 

１ ．  腐 食 防 食 コ ン サ ル タ ン ト と 各 種 の 資 格  

 腐 食 防 食 専 門 士 会 の 中 で は 大 学 ・ 企 業 内 で 活 躍 す る 専

門 士 が 大 多 数 で ， コ ン サ ル タ ン ト 専 業 の 腐 食 防 食 専 門 士

は 数 名 に と ど ま る ． コ ン サ ル タ ン ト 業 務 を 営 む に は ， 腐

食 防 食 に 関 し て の キ ャ リ ア ー と 問 題 解 決 能 力 が 重 要 で あ

り ， 資 格 は 必 須 で は な い ． し か し ， 資 格 を 持 つ こ と で 専

門 性 を 客 観 的 に 裏 付 け る こ と に な る ． 資 格 を 取 る 以 上 ，

資 格 を 有 効 に 活 用 す る こ と が 望 ま し い ． コ ン サ ル タ ン ト

専 業 の 筆 者 は ， 下 記 の 資 格 を 修 得 し た ．  

そ れ ぞ れ を 意 味 づ け る と ，  
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・  工 学 博 士 ： 学 術 的 な 分 野 で 専 門 性 が 非 常 に 高 い ．  

・  技 術 士 （ 金 属 分 野 ）： 国 家 資 格 で ， 広 く 金 属 全 般 に

関 し て ， 問 題 を 解 決 で き る 専 門 性 と 能 力 を 有 す る ． 

・  腐 食 防 食 専 門 士 ： 学 会 の 認 定 資 格 で ，腐 食 防 食 分 野

の 技 術 者・研 究 者 と し て 高 い 専 門 性 と 応 用 力 を 有 す

る ．  

・  I S O 9 0 0 1 及 び 1 4 0 0 1 審 査 員 ： 品 質 及 び 環 境 に 関 す

る I S O 規 格 の 知 識 を 有 し 、 規 格 認 証 の た め の 審 査 ，

或 い は コ ン サ ル タ ン ト 活 動 が 出 来 る ．  

と な る ． 個 々 の コ ン サ ル タ ン ト に お い て 専 門 を ど こ に お

い て 活 躍 す る か で ， 必 要 な 資 格 も 決 ま っ て く る ．  

  

２ ．  コ ン サ ル タ ン ト 会 社 創 業 の 経 緯  

 将 来 コ ン サ ル タ ン ト 会 社 を 創 業 し た い と い う 考 え は 、

住 友 金 属 工 業 ㈱ 総 合 技 術 研 究 所 か ら 派 遣 さ れ て ， 1 9 9 1～

1 9 9 2 年 ，米 国 ミ ネ ソ タ 大 学 腐 食 研 究 セ ン タ ー（ C R C）で

シ ニ ア リ サ ー チ ャ ー と し て 研 究 生 活 を 過 ご し た と き に 遡

る ．S t a e l e 先 生 と 軽 水 炉 使 用 済 み 核 燃 料 の 地 中 保 存 の た

め の コ ン テ ナ ー 用 材 料 の 研 究 を し た 時 ，1 9 9 2 年 彼 と 一 緒

に セ ン ト ポ ー ル ・ ミ ネ ア ポ リ ス 市 に あ る ミ ネ ソ タ 大 学 発

コ ン サ ル タ ン ト 会 社 Te l t e c h  I n c .を 訪 問 し 、J . M . S h u s t e r

社 長 に お 会 い し た ．  

そ の 会 社 で は ， 全 米 ５ ０ ０ 人 の 各 分 野 の 専 門 家 と エ キ

ス パ ー ト ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し ， 技 術 コ ン サ ル テ ィ ン グ

を し て い た ． ク ラ イ ア ン ト か ら 案 件 が 舞 い 込 ん だ と き ，

ま ず ， コ ン ピ ュ ー タ ー で 自 動 的 に 文 献 調 査 を 行 い ， し か

る 後 に ， 必 要 に 応 じ て Te l t e c h  I n c の 契 約 す る エ キ ス パ

ー ト と ク ラ イ ア ン ト 会 社 と の 電 話 相 談 を ア レ ン ジ し て ，

問 題 解 決 を 進 め て い た ．ミ ネ ソ タ 大 学 C R C 教 授 で ，水 素

脆 化 の 分 野 で 世 界 的 に 有 名 な O r i a n i 先 生 も エ キ ス パ ー

ト の 一 人 で あ っ た ． こ の コ ン サ ル テ ィ ン グ シ ス テ ム は ，

I T と 専 門 家 を 融 合 さ せ た 新 し い 形 態 で ，大 変 参 考 に な っ



 3 

た ． ま た ， こ の 会 社 で は ， 斬 新 な 研 究 と し て ， 例 え ば ，

無 人 タ ク シ ー の 交 通 シ ス テ ム の 開 発 も 手 が け て い た ．   

 筆 者 が 実 際 に 会 社 を 立 ち 上 げ よ う と し た の は ， 1 9 9 9～

2 0 0 2 年 広 島 大 学 工 学 研 究 科 教 授 ，ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス ラ

ボ ラ ト リ ー （ V B L） 施 設 主 任 と し て 勤 務 し て い た 時 で あ

る ． 大 学 で ， 全 学 の 学 生 対 象 に 『 ベ ン チ ャ ー マ イ ン ド の

教 育 』 プ ロ ジ ェ ク ト を 企 画 ・ 運 営 し ， 多 数 の 学 生 の 前 で

講 義 を し て い た ． 起 業 経 験 の な い 小 生 の 講 義 に は ， 頭 で

考 え る 方 法 論 は 話 せ て も ， 真 の 苦 労 話 が 出 来 な い も ど か

し さ を 感 じ た ．  

2 0 0 0 年 末 か ら 初 頭 に か け て は 就 職 氷 河 期 で ，企 業 も 不

況 に 喘 い で い た ． 就 職 に 「 寄 ら ば 大 樹 の 蔭 」 も 色 あ せ 、

大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 創 成 が 叫 ば れ た ． 経 済 産 業 省 で は 大

学 発 ベ ン チ ャ ー ，３ 年 間 で 1 0 0 0 社 の 創 成 を ぶ ち 上 げ た ．        

2 0 0 1 年 月 7 月 ， 広 島 大 学 V B L で は 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の

ビ ジ ネ ス モ デ ル を 募 集 し ， 学 長 以 下 学 外 の 有 識 者 も 入 れ

て 評 価 し た ． 応 募 し た 弊 社 の ビ ジ ネ ス モ デ ル が 幸 い 入 賞

し て ， 起 業 の た め の 多 額 の 準 備 金 を 頂 い た ． そ れ が 弊 社

立 ち 上 げ の 動 機 で あ る ． 立 ち 上 げ 時 に は ， 学 内 の み な ら

ず ， 広 島 経 済 産 業 局 に も 大 変 お 世 話 に な っ た ．  

 図 １ に 弊 社 の 業 容 と ネ ッ ト ワ ー ク を 示 す ． 会 社 の 主 業

務 は 腐 食 ・ 防 食 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン と し た 理 由 を 下 記

に 記 す ．  

( 1 )自 分 が 長 年 培 っ て き た 専 門 分 野 で あ る ．  

( 2 )わ が 国 に お け る 腐 食 防 食 に 費 や さ れ る 費 用 は G D P の

３ ％ と 莫 大 で ，コ ン サ ル テ ー シ ョ ン の 膨 大 な 市 場 が あ る ． 

( 3 )近 年 ，企 業 は ス リ ム 化 し ，コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を ア ウ

ト ソ ー シ ン グ す る 傾 向 に あ る ．  

( 4 )経 済 競 争 の グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン に 相 応 し ，腐 食・ 防

食 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 業 務 を 国 外 ま で 発 展 さ せ る 可 能

性 が あ る ．  

( 5 )健 康 と 気 力 が 許 せ ば 生 涯 現 役 も 可 能 で あ る ．  
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 2 0 0 2 年 3 月 末 に 広 島 大 学 を 定 年 退 官 し ， 同 年 5 月 2 9 日

に ㈱ 材 料 ・ 環 境 研 究 所 を 立 ち 上 げ た ． 資 本 金 は 1 0 0 0 万

円 で ， う ち 4 0 0 万 円 は 学 内 を 中 心 に 外 部 資 金 を 集 め た ．            

会 社 経 営 の モ ッ ト ー と し て 次 の ５ 項 目 を 掲 げ て い る ．

① 単 な る 技 術 コ ン サ ル テ ィ ン グ に 終 わ ら せ ず ， 問 題 解 決   

ま で 責 任 を 持 つ ．  

②  広 い 対 象 の 金 属 材 料 を 相 手 に す る ．す な わ ち ，鋼 お よ  

び ス テ ン レ ス 鋼 の み な ら ず ， ア ル ミ ニ ウ ム ， 銅 ， ニ ッ ケ

ル ， チ タ ン ， ジ ル コ ニ ウ ム な ど も 対 象 と す る ．  

③  金 属 の 腐 食 防 食 に と ど ま ら ず ，広 く 金 属 の 製 造 工 程 ま  

で に 関 わ る ． 例 え ば ， 酸 洗 い ， 微 細 エ ッ チ ン グ 加 工 廃 液

処 理 な ど の テ ー マ に も チ ャ レ ン ジ す る ．  

④ 金 属 表 面 の 環 境 脆 化 の 診 断 に 関 し て 独 自 の 診 断 技 術 開

発 に 努 力 す る ．  

③ ク ラ イ ア ン ト 会 社 か ら 依 頼 さ れ た 仕 事 は 必 ず 成 功 に 終

え る た め に ， 綿 密 で 粘 り 強 く 仕 事 を 進 め る ．  

 弊 社 の 専 門 性 を 広 く か つ 深 く す る た め に ， 広 島 大 学 名

誉 教 授 の 松 村 先 生 を ス ー パ ー バ イ ザ ー ， 広 島 大 学 の 高 萩

先 生 ， 広 島 国 際 学 院 大 学 の 中 佐 先 生 ， 岐 阜 大 学 の 箕 浦 先

生 ， 大 阪 市 立 大 学 の 橋 本 先 生 ， 兵 庫 県 立 大 学 の 山 下 先 生

に 技 術 ア ド バ イ ザ ー を お 願 い し て い る ．  

 

３ ．  会 社 経 営  

 世 間 で コ ン サ ル テ ー シ ョ ン の ニ ー ズ が 高 く て も ， 或 い

は 会 社 の 技 術 が 高 く て も ， 実 際 企 業 か ら 注 文 を 取 っ て こ

な け れ ば 事 業 は 成 り 立 た な い ． 会 社 が 常 に 発 展 し て い く

た め に は ， ク ラ イ ア ン ト 会 社 の 数 を コ ン ス タ ン ト に 増 や

す 努 力 が 必 要 で あ る ．  

会 社 業 務 と し て ， 主 業 務 の 技 術 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン の

ほ か に ， 営 業 ， 会 計 ， 社 外 機 関 と の お 付 き 合 い ， 学 会 活

動 、 研 究 部 会 活 動 な ど を 同 時 並 行 で 進 め ね ば な ら な い ．

こ れ ら の 仕 事 こ な す こ と は 結 構 忙 し い ． そ の 上 で ， 営 業
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に も 時 間 を 割 か ね ば な ら な い ．  

 営 業 活 動 は ， 友 人 の ア ド バ イ ス に 耳 を 傾 け な が ら 試 行

錯 誤 的 に 進 め て き た ． す な わ ち ，  

（ １ ） 新 ク ラ イ ア ン ト 開 拓 の た め に 初 対 面 の 会 社 に ア プ

ロ ー チ す る こ と は ， 何 も 恥 ず か し い と か 相 手 の 会 社 に 迷

惑 な こ と で は な く ， 両 方 に 役 立 ち 得 る と 前 向 き に 考 え て

み る ． す な わ ち ， P R 活 動 は ， 埋 も れ て い る 潜 在 ク ラ イ

ア ン ト と 弊 社 の 接 点 を 演 出 す る も の で あ る ．  

（ ２ ） ホ ー ム ペ ー ジ （ H . P.） を 常 に 最 新 の 情 報 発 信 源 と

す る ． 広 島 大 学 V B L 時 代 に V B L の 研 究 生 及 び 事 務 部 門

の 方 に 作 っ て い た だ い た H . P.は ５ 年 間 使 用 し た の で ，新

た な 進 展 を 目 指 し て 最 近 レ ニ ュ ー ア ル し た （ U R L  

h t t p : / / w w w. z k k . c o . j p /）．従 来 ，H . P.は 新 し い ク ラ イ ア ン

ト 獲 得 の 機 会 を し ば し ば 提 供 し て く れ て い る ．こ の H . P.

と ， た と え ば ， パ ワ ー ポ イ ン ト の 自 社 P R 資 料 を 携 え 初

対 面 の 会 社 訪 問 を し ば し ば 行 っ た ．  

（ ３ ） 腐 食 ・ 防 食 セ ミ ナ ー と 自 著 参 考 書  

 大 学 の 授 業 ， 民 間 或 い は 公 的 機 関 に よ る 腐 食 ・ 防 食 セ

ミ ナ ー の 講 師 を 請 け 負 う と き ， 兵 庫 県 立 大 学 の 内 田 先 生

及 び 山 下 先 生 と の 共 著 「 環 境 材 料 学 ― 地 球 保 全 に 関 わ る

腐 食 ・ 防 食 工 学 」 を 紹 介 す る 。 著 作 お よ び セ ミ ナ ー 講 師

は 会 社 の P R に 役 た つ も の と 思 わ れ る ．   

（ ４ ）大 学 教 官 時 代 ，米 国 の ボ ス ト ン に あ る M I T を 訪 問

し た 折 ， J . F e r r e r i 著 [ E n t r e p r e n e u r ’ s - M a g a z i n e ’ s  

K n o c k - O u t  M a r k e t i n g ,  P o w e r f u l  S t r a t e g i e s  t o  P u n c h  

u p  Yo u r  S a l e s ]を 大 学 の 書 店 で 見 出 し た ． そ の 中 で セ ー

ル ス に 大 切 な １ １ の 原 則 を 挙 げ て い る ． 筆 者 が 特 に 参 考

に し て い る の は ， 次 の ４ 点 で あ る ．  

① 自 社 の 製 品 や サ ー ビ ス に 自 信 を 持 て ． ク ラ イ ア ン ト を

引 き 付 け る 特 長 を 見 出 せ ．  

② 自 社 の サ ー ビ ス が 顧 客 に ど の よ う に 役 立 つ か 顧 客 の 立

場 で 考 え よ ．  
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③ セ ー ル ス は 顧 客 に 教 え る こ と か ら 始 ま る ．  

④ 前 向 き の 発 想 と 行 動 を 取 れ 。 後 向 き に な る な ．  

 

 5 .仕 事 の 喜 び  

 ク ラ イ ア ン ト を 満 足 さ せ る こ と ， 社 会 の た め に な る こ

と が コ ン サ ル タ ン ト 業 務 に 満 足 感 を 与 え て く れ る ． そ う

い う 意 味 で ， コ ン サ ル テ ィ ン グ は や り が い の あ る 仕 事 で

あ る ． 時 に は ， ボ ラ ン テ ィ ア の 仕 事 が あ っ て も い い と 思

う ．  

 コ ン サ ル テ ィ ン グ の 喜 び を 紹 介 し た い ．  

１ ） ネ ッ ト ワ ー ク に よ り エ キ ス パ ー ト が 集 結 し て ，  

範 囲 の コ ン サ ル テ ィ ン グ が 可 能 で あ る ． 腐 食 防 食 専 門 士

の ネ ッ ト ワ ー ク ，技 術 士 や 海 外 の A P E C 技 術 士 と の 連 携

が 可 能 で あ る ．例 え ば ，広 島 大 学 で は 2 0 0 0 年 以 後 ，2 0 0 7

年 7 月 現 在 ， 広 島 大 学 発 の ベ ン チ ャ ー の 数 は 3 2 社 に 達

す る ． こ の 中 に 金 属 系 の 会 社 が ４ 社 あ る ． 高 萩 先 生 の ㈱

ナ ノ ラ ボ ， 藤 本 先 生 の （ 有 ） 計 測 サ ポ ー ト ， 吉 田 先 生 の

㈱ C E M ( C o m p u t a t i o n a l  E x p e r i m e n t a l  M e c h a n i c s )研 究

所 と 弊 社 が 連 携 す る と ，ナ ノ 粒 子 と 表 面 性 状 ，応 力 解 析 ，

設 計 ・ 生 産 技 術 ， 腐 食 防 食 を 連 携 さ せ て ， 総 合 的 な コ ン

サ ル テ ー シ ョ ン が 可 能 と な る ． 要 は ， 小 さ な 会 社 が 協 力

す れ ば ， 大 会 社 並 み の 大 き な コ ン サ ル テ ー シ ョ ン も 可 能

と な る ．  

2） 金 属 の 腐 食 ・ 防 食 及 び 製 造 ， な ら び に 環 境 脆 化 の 診

断 と 予 防 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 業 と し ， 小 粒 で あ る が

山 椒 の ピ リ ッ と 効 い た 会 社 と し て 社 会 に 貢 献 出 来 る ．   

３ ） 世 界 発 の 新 し い テ ー マ に 挑 戦 出 来 る ． 例 え ば ， 弊 社

が 関 わ る 有 機 塩 素 廃 棄 物 の 亜 臨 界 環 境 で の 分 解 プ ロ セ ス

の 事 業 化 が 上 げ ら れ る ． 装 置 材 料 の 腐 食 問 題 な ど を 解 決

し ， 世 界 発 の 実 用 プ ラ ン ト が 稼 動 す る の も 真 近 い と 思 わ

れ る ． 写 真 １ に プ ロ ト タ イ プ の 亜 臨 界 装 置 を 示 す ．      

４ ） 教 育 へ の 貢 献 が 出 来 る ． 国 内 で の 環 境 材 料 や 腐 食 防
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食 分 野 で 講 師 を す る の み な ら ず ， 国 外 ， 例 え ば ， 中 国 や

韓 国 で の 講 師 活 動 で ， 専 門 教 育 の 分 野 で 貢 献 で き る ． 写

真 ２ は J I C A プ ロ グ ラ ム で の イ ン ド 国 別 プ ロ ジ ェ ク ト の

参 加 者 の 写 真 で あ る ．  

５ ） 学 会 へ の 出 席 や 発 表 す る こ と に よ り 新 し い 知 識 の 習

得 に 常 に 貪 欲 に あ り 得 る ． こ の よ う な 知 的 活 動 は 脳 の 刺

激 と な る ． 写 真 ３ は 今 年 ５ 月 に 韓 国 ソ ウ ル で 開 催 さ れ た

I C E C  2 0 0 7 国 際 腐 食 工 学 会 議 ） 会 場 前 の 写 真 で あ る ．  

６ ） 研 究 成 果 を ク ラ イ ア ン ト と 一 緒 に 特 許 申 請 す る こ と

も 喜 び の 一 つ あ る ． 特 許 の 御 陰 で 大 き な 経 済 成 果 が 関 係

者 に も た ら さ れ る こ と を 夢 見 得 る ．  

７ ） 趣 味 と 仕 事 が 両 立 出 来 る ． 現 在 ， 趣 味 と し て 詩 吟 と

中 国 語 を 習 っ て い る ． 毎 年 訪 問 す る 中 国 で の 技 術 講 演 は

英 語 で 行 な っ て い る ． 中 国 語 で 直 に 質 疑 応 答 で き た ら ，

ど ん な に 楽 し く ， ま た ， 効 果 的 に 国 際 貢 献 で き る だ ろ う

か ． 今 年 中 に は ， あ る 程 度 の レ ベ ル に 達 し た い も の で あ

る ．   

 

６ ． お わ り に  

 腐 食・防 食 関 連 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 業 務 を 紹 介 し た ．

こ の 仕 事 は ，キ ャ リ ア ー を 生 か せ ，創 造 的 な 仕 事 で あ り ，

も っ て 世 の 中 に 役 立 つ も の で あ る ．  

腐 食 防 食 協 会 の 認 定 す る 腐 食 防 食 専 門 士 は ， 腐 食 防 食

に つ い て の 知 識 ， 問 題 解 決 能 力 が 高 い 水 準 に あ る こ と を

公 式 に 認 め ら れ た も の で あ る ． 今 後 ， 腐 食 防 食 に 携 わ る

多 く の 優 秀 で バ イ タ リ テ ィ の あ る 技 術 ・ 研 究 者 が こ の 資

格 修 得 を 目 指 し ，地 球 資 源 及 び 環 境 の 保 全 ，並 び に 機 器・

プ ラ ン ト の 安 全 性 の 向 上 に 活 躍 さ れ る こ と を 切 望 す る 次

第 で あ る ．  
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図 １ ． ㈱ 材 料 ・ 環 境 研 究 所 の 業 容 と ネ ッ ト ワ ー ク  

 

写 真 １ ． 有 機 塩 素 化 合 物 の 亜 臨 界 分 解 プ ラ ン ト  

（ 近 畿 環 境 興 産 ㈱ 殿 提 供 ）  
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写 真 2．（ 財 ） 北 九 州 国 際 技 術 協 力 会 に よ る J I C A  

プ ロ ジ ェ ク ト の 筆 者 と イ ン ド 研 修 生  

 

 

写 真 3． I C E C 2 0 0 7  (国 際 腐 食 工 学 会 議 ， 韓 国 ソ ウ ル ，

2 0 0 7 . 5 . 2 0～ 4 )の 会 場 前 に て ．左 か ら 山 下 先 生 ，一 人

お い て 米 澤 先 生 及 び 筆 者  
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